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オハナ・おうえんじゃー

ロウィン仮装でパレードハ

もとみや秋祭り&しらさわ秋祭り

輿や太鼓台で祭りにぎわう神

JFAこころのプロジェクト「夢の教室」

スリート先生が授業ア

　１０月２６日、市内の障害児通所支援事業所「オ

ハナ・おうえんじゃー」に通う子どもたちと職員の

皆さんが市役所周辺をハロウィンの仮装をし、パ

レードしました。障がい者への理解を深めるための

活動の一環。また、市役所ロビーでは、子どもたち

へ高松市長からハロウィンのお菓子ならぬ、まゆみ

ちゃんのぬいぐるみのプレゼントもありました。

　もとみや秋祭り（安達太良神社秋季例大

祭）は１０月２３日から２５日の３日間開催

され、伝統の裸神輿や３方部による先囃子が

奉納されました。また、女性だけの真結女御

輿やちびっこ御輿、復興祈願御輿が祭りを大

いに盛り上げました。しらさわ秋祭りは１１

月８日行われ、恒例の麦とろ飯早食い大会や、

仮装餅まき、大ビンゴ大会など来場者参加型

のイベントでにぎわいました。

　トップアスリートが先生となり夢を持つことや目

標に向かって努力することの大切さを伝える「夢の

教室」が市内小中学校で行われています。

　１０月１４日の糠沢小・和田小では野球選手の片

岡安祐美さんが先生となり、実技と講義を通し「一

生懸命がかっこいいという気持ちを忘れずに」と、

目標に向かって努力する大切さを説きました。

ハロウィンらしくばっちり仮装をした皆さん

①裸神輿とそれを出迎える３方部の先囃子・太鼓台　②女性だけで担ぐ華やか
な真結女御輿の運行　③特産のとろろ芋を使用した麦とろ飯早食い大会

子どもたちに授業する片岡選手

①①

②②③③
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第９回本宮市文化祭

彩な作品を持ち寄る多

魂に響くギフトコンサート

本妙子さんが保育所訪問橋

もとみやライトファンタジア

ルミネーションが街を照らすイ

一日消防団長・署長

日消防団長・署長が防火呼びかけ一

　１１月７日から１４日にかけて第９回本宮市文化

祭が中央公民館・白沢公民館をメーン会場に行われ、

生け花や写真、陶芸などさまざまな分野の作品が持

ち寄られ展示されました。

　最終日の１４日には、しらさわカルチャーセン

ターで芸能発表会が催され、舞踊やフラダンス、コー

ラスなど２２団体が発表を行いました。

　郡山市のソプラノ歌手・橋本妙子さんが市内５カ

所の保育所を訪問し、コンサートを開催しています。

　１０月１３日、第１保育所では、約１００人の園

児の前で歌声を披露しました。この日は「アベマリ

ア」や「ふるさと」などを熱唱。また、子どもたち

と一緒に踊ったり発声練習も行い、楽しいひととき

を過ごしました。

　もとみやライトファンタジアの点灯式が１１月

１３日行われ、高松市長や来賓の島村上尾市長をは

じめ、その日お披露目となった「あゆみちゃん」と

アッピー・まゆみちゃん一家らがイルミネーション

の点灯スイッチを押し、街に明かりをともしました。

　イルミネーションは、来年２月１４日まで午後４

時から１１時の間点灯する予定です。

　秋の火災予防運動（１１月９日から１５日）に合

わせ、防火意識を高める運動のため、遠藤咲季さん

（糠沢）が一日消防団長を、遠藤麻衣さん（糠沢）

が一日消防署長をそれぞれ拝命しました。

　お二人はそれぞれ、幼稚園で火の用心を呼びかけ

る紙芝居を読み聞かせたり、事業所やスーパーなど

を巡り、防火を呼びかけました。

子どもたちと発声練習をする橋本妙子さん（右）

一斉にスイッチを押し、イルミネーションを点灯しました

一日消防団長の遠藤咲季さん（中央）と一日消防署長の遠藤麻衣
さん（右）。左は大玉村一日消防団長の川越麻奈さん

糠沢舞踊会の皆さんによる演技

カメラ散歩 12月号
CAMERA SANPO


